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医薬分業の本質から
これからの薬局の姿を考える

～これから未来へ羽ばたく若き薬剤師たちへ～
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Invisible Market･･･



Part 1. 薬局を取り巻く情勢

１．医薬分業が置かれている現状

２．我が国の医薬分業が直面している課題

３．医薬分業の未来

３つの分析

Part 1. 薬局を取り巻く情勢



１．医薬分業が置かれている現状

～Part.1 薬局を取り巻く情勢 ～



我が国の院外処方せん発行は
平成時代に大きく進展した！

11.3%

74.9%

令和3年7月14日中医協調剤報酬その１より





「薬局・薬剤師のあり方、医薬分業のあり方」
2015年(平成27年)の公開ディスカッションは

大きなターニングポイントであった！



2018年4月11日 厚生科学審議会医薬品医療機器制度部会

医薬分業のメリットが実感できない！

医薬分業はそろそろ限界だ
弊害の方が大きくなってきているとの声も・・・







令和3年7月14日中医協調剤報酬その１より

調剤技術料2兆円は高すぎるだろうか？



調剤技術料
２兆円

歯科技術料
2.7兆円医科技術料

28兆円

医療費の適正化を考える場合、その主戦場はどこか？



２．我が国の医薬分業が直面している課題

～Part.1 薬局を取り巻く情勢 ～



市民の生活スタイルが変わる！
医療提供、薬局のあり方も変わる！

ポストコロナ時代は
デジタルトランスフォーメーション(DX)の時代だ！



急速に進む規制改革・デジタルシフト！
医療提供の在り方や、患者の受診行動にも

大きな変化が起こる事が予測される

その大きな変化の中で
調剤薬局も自ら変容していかないと

従来の価値観のままでは
窮地に追い込まれるかもしれない・・・





オンライン資格確認の導入

令和３年10月からマイナンバーカードによる
患者保険資格の確認が始まった！



オンライン資格確認の導入

処方時に併用薬・重複・相互作用のチェック
医師の手元で（一元管理）が可能になる！



重複投薬・相互作用アラート機能、検査値・病名も検討



電子処方箋による従来の顧客行動の変化

電子処方箋システムに10億円計上
厚労省 22年度予算の概算要求 2021.9.1

(23年1月から電子処方箋システムの運用開始)



医薬品流通の劇的変化！



薬局は今、
新しい時代に適応する
薬局ならではの新しい価値の創出
が求められている！



３．医薬分業の未来
薬局の在り方を考える

～Part.1 薬局を取り巻く情勢 ～



新型コロナ禍で地殻変動のように起こった社会の変化！
我が国も新しいリーダーにより

デジタルシフト、規制改革、に大きく舵を切った！

本当に変化の時代が来た！

危機感一杯の状況でもあるが
今までの価値観も生き方もオールリセットして
建て直すチャンスと捉える事もできる！



新型コロナで再認識されたこと・・・
それは薬局はライフラインの一つとして
社会に存在しているということだ！



このように“崩壊側”に並ぶのではなく・・・
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ポストコロナ時代の薬局のあり方・・・



“崩壊”させない！ために
もっと予防側、感染拡大の水際の部分で活動し

医療従事者の負担軽減に貢献すべき！
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感染拡大の水際で貢献する薬局・・・・
28

薬局自体がもう少し直接的に
感染症対策拠点になれれば・・・！
また薬剤師自身がもう少し直接的に

感染症対策貢献者へと機能できれば・・・！



今までの処方せんに依存した経営の在り方から

地域住民の健康・公衆衛生の拠り所
となる、本来の薬局の姿に変容せねば！

薬局が地域住民の健康を守りサポートする拠点
となるようにモノと機能を充実させる！
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例えばワクチン接種
薬剤師による新型コロナワクチン接種が話題に上がったが

例外的にではなく、常態として薬局でワクチン接種が可能になったら・・・



新型コロナウイルスワクチンの打ち手確保で
海外の事例が様々紹介され

薬剤師による接種事例がメディアで数多く報道された



ワクチン接種の担い手「薬剤師も検討」 河野氏
2021年5月18日

河野太郎規制改革相は18日の閣議後の記者会見で、新型コロナ
ウイルスのワクチン接種の打ち手を確保するため薬剤師の活用
を検討すると表明した。現在、接種できるのは医師、看護師、
歯科医師に限る。「薬剤師も次の検討対象になる」と明言した。





これまでPart.1 薬局を取り巻く情勢 として

１．医薬分業が置かれている現状
２．我が国の医薬分業が直面している課題
３．医薬分業の未来

という客観的状況について考えてみた

だが、近年のIT化、AI化による
デジタルシフト時代の変化は急速である！
常に最新情報、最新状況の把握に
バージョンアップし続ける必要がある！
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そしてもっと大切な事は
現状をしっかりと見極めた上で
薬局は、薬剤師は、どのように
行動していくべきか？という
具体的アクションプラン
を考え続けていく事だ！



2020年12月から保険適応
保険点数は2540点で、

医師がアプリを処方した１回に限り算定できる



沢井製薬株式会社は、1月28日、片頭痛
およびうつ病向けのデジタル医療機器
「Relivion（レリビオン）」について、
Neurolief社と日本における独占開発販売
契約を締結したと発表した。

Relivionは、外科手術を伴わない非侵襲
型のニューロモデュレーション機器で、
Relivionを頭部に装着して三叉神経および
後頭神経へ複合的に刺激を与えることに
より、脳幹で神経伝達物質の放出を促進
し、痛みや気分の制御に関連する脳内
ネットワークを調節して効果を生み出す。

片頭痛・うつ病向け非侵襲性デジタル医療機器

「レリビオン」Relivion
独占開発販売契約締結 沢井製薬

2021年1月28日



10年後･･･
ひょっとすると今のような薬局は無くなる？

オンライン診療が普及して
Amazonから薬が届く？

いやいや今より結構面白いインフラになっているかも！
ワクチンは打てるようになるし、売れる薬の領域も拡大し、健康診断も薬局でOK!になる！

オンライン薬局の時代？

薬局があって本当に良かったと言われるインフラになってる！



例えば Amazonが来る！
という前提で考えてみる！

これから急速にデジタルシフトする
我が国の10年後の薬局の姿・・・・



about
これから急速にデジタルシフトして激変する我が国・・・

では10年後の薬剤師はどうあって欲しいか？


